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平成™�年˜月™�日 月曜日 第�™˜�号官 報

片
桐

長
治

（
鳥
取
県
警
部
補
）

實
重

博
友

高
木

武
雄

豊
田

功

宮
城

治
是

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

後
藤

哲
男

佐
藤

俊
弘

田
中

一
弘

畑

茂

東
口

正
雄

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
五
年
十
二
月
二
十

一
日
）（

北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）

小
林

好
宏

（
岐
阜
大
学
名
誉
教
授
）

玉
舍

輝
彦

正
四
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

（
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
）

池
山

和
子

従
四
位
に
叙
す
る

福
島

登

正
五
位
に
叙
す
る

板
橋

勲

従
五
位
に
叙
す
る

赤
坂

愛
厚

藤
藤
五
郎

櫻
井

勢
一

佐
藤

大
助

西
山
義
之
助

宮
本

周
二

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

池
本

文
宣

上
岡

篤
美

大
竹

照
夫

大
西

博

小
野

彦
藏

白
井

孝
市

杉
本

た
ま

堤

友
十
郎

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

赤
瀬
川

功

（

城
県
巡
査
部
長
）

須
能

弘
道

柳
澤

孝
興

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）鎌

田

昭
三

熊
野

蔀

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
五
年
十
二
月
二
十

二
日
）

新
岡

榮
治

従
五
位
に
叙
す
る

金
子

政
雄

正
六
位
に
叙
す
る

佐
々
木
善
市

柳
澤
二
三
男

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

古
川

博

正
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
二
十
五
年
十
二
月
二
十
三
日
）

高
木

尚

堤

行
信

中
川

和
光

正
六
位
に
叙
す
る（
各
通
）（
二
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日
）

西

忠
好

正
六
位
に
叙
す
る
（
二
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
）

〇
叙
勲

川
畑

征
治

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

梅
本

利
夫

岸
岡

勝
行

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
五
年
十
二
月

十
九
日
）

（
山
口
県
議
会
議
員
）

伊
藤

博

水
間

篤
典

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

塩
谷
善
志
郎

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

小
川

泉

平
野
太
一
郎

福
島

光
重

堀
米

克
雄

山
脇

博
治

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
五
年
十
二
月

二
十
日
）

後
藤

豪

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

柴
田

清

津
川

信
一

深
田

正
治

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
五
年
十
二
月

二
十
一
日
）

松
本

善
明

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
二
十
五
年
十
二
月
二
十
二
日
）

中
山

二
郎

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

大
谷

裕
亮

鴨
志
田
長
司

櫻
井

弘

佐
藤

文
男

白
神

克
巳

中
村

一
已

（
三
等
海
佐
）

濱
口

和
彦

牧

淳
一
郎

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

小
暮

俊
夫

佐
藤

武
次

進
藤

芳
郎

鈴
木

忠
吉

土
井

利
夫

福
崎

武

村
田
吉
太
郎

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
五
年
十
二
月

十
九
日
）

（
東
京
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）

縄
田

鉄
男

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

井
上

渉

内
田

謹
三

多
久
島

和

田
上

英
明

花
嶋

秀
樹

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

佐
野
今
朝
十

進
藤

昭
一

手
島

悟

戸
塚

眞
一

富
崎

敏
逸

冨
田

悦
旦

藤
田

信
好

山
田

昇

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

（
行
田
市
消
防
司
令
長
）

荒
井

和
人

岡
田

光
雄

亀
本

時
夫

二
宮

玄
三

山
内

淳
一

山
崎

建
夫

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
五
年
十
二
月

二
十
日
）

（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

阿
部

圭
志

（
国
立
大
学
法
人
職
員
）

小
野

高
幸

（
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
）

柳
井

晴
夫

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

高
島

正
幸

高
橋

清
祐

豊
田

功

福
島

良
一

堀

昭
男

町
田
治
三
郎

宮
城

治
是

森
山

敏
夫

矢
ヶ
崎
正
俊

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

小
川

昇

門
馬
藤
三
郎

後
藤

哲
男

佐
藤

俊
弘

高
木

武
雄

高
à

祺
延

田
中

一
弘

田
平

民
郎

東
口

正
雄

吉
田

圭
二

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
五
年
十
二
月

二
十
一
日
）

（
岐
阜
大
学
名
誉
教
授
）

玉
舍

輝
彦

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

（
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
）

池
山

和
子

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

赤
坂

愛
厚

池
本

文
宣

大
西

博

櫻
井

勢
一

西
山
義
之
助

宮
本

周
二

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

京
極

高
冬

熊
野

蔀

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
二
十
五
年
十
二
月

二
十
二
日
）

金
子

政
雄

佐
々
木
善
市

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

古
川

博

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
二
十
五
年
十
二
月
二
十
三

日
）

法

務

公
証
人
任
免

東
京
法
務
局
所
属
公
証
人
倉
田
靖
司
は
願
に
よ
り
公
証

人
を
免
ぜ
ら
れ
た
。

相
澤
恵
一
は
公
証
人
に
任
命
さ
れ
、
東
京
法
務
局
所
属

公
証
人
倉
田
靖
司
の
後
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。（
以
上
一
月
十

五
日
）（
法
務
省
）

産

業

日
本
工
業
規
格

日
本
工
業
標
準
調
査
会
の
調
査
審
議
を
経
て
、
平
成
2
6

年
１
月

2
5日
に
下
記
の
日
本
工
業
規
格
を
制
定
し
た
の

で
、
工
業
標
準
化
法
（
昭
和

2
4年
法
律
第

1
8
5号
）
第

1
6

条
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成

2
6
年
１
月

2
7
日厚
生
労
働
大
臣
田
村
憲
久

経
済
産
業
大
臣
茂
木
敏
充

記
制
定
さ
れ
た
日
本
工
業
規
格

ゴ
ン
ド
ラ
操
作
部
分
の
文
字
，
図
記
号
及

び
こ
れ
ら
の
表
示
方
法

Ｂ
8
8
3
9

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
ト
ラ
ッ
ク
`
座
席
式

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
ト
ラ
ッ
ク
の
ペ
ダ
ル
の

構
造
及
び
配
置

Ｄ
6
0
2
0

（
内
容
省
略
）

備
考
内
容
は
、
日
本
工
業
標
準
調
査
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（

h
ttp

://w
w
w
.jisc

.g
o
.jp
）
に
お
い
て

閲
覧
に
供
す
る
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
産
業
技
術

環
境
局
基
準
認
証
政
策
課
、
各
経
済
産
業
局
及
び

沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部
並
び
に
厚
生
労
働

省
労
働
基
準
局
安
全
衛
生
部
安
全
課
に
お
い
て
も

閲
覧
に
供
す
る
。

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

神
奈
川
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
神
奈
川
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
神
奈
川
労
働
局
最
低
賃
金

公
示
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を

し
た
の
で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す

る
。平
成

2
6
年
１
月

2
7
日

神
奈
川
労
働
局
長
久
保
村
日
出
男

第
４
号
中
「
１
時
間
8
5
4円
」
を
「
１
時
間
8
7
3円
」
に

改
め
る
。附
則

こ
の
決
定
は
、
平
成
2
6年
３
月
1
5日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

公

聴

会

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会
の
開

催
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省

令
第
九
十
七
号
）第
百
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

件
名
、
公
聴
会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
事
案
の
要
旨
を

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
七
日

関
東
経
済
産
業
局
長

安
藤

久
佳

Ÿ
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